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教育学研究科児童教育学専攻 

研 究 指 導 分 野 の 構 成【概念図】 
 
 

保幼小の連携のもと地域の教育課題に 
貢献できる教育者・保育者の育成 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・理論と実践の融合と総合化による自立的な対応力の育成 
・高度な理論学習による問題の本質的理解のための能力の育成 
・乳幼児期から児童期にわたる連続的な子どもの発達理解と 
対処能力の育成 

 

特別支援教育学分野 
特別支援教育学 
障害児教育福祉論 
障害児心理学 
障害児臨床学 

 

心 理 学 分 野 
発達心理学 
生理心理学 
幼児心理学 
青年心理学 

 

教育学・保育学分野 
教育学，保育学 
道徳教育，教育史 

教育制度，比較教育 
児童家庭福祉学 

 

教育実践学分野 
言語 

生活・社会認識 
数理・自然認識 

表現 
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教育学研究科児童教育学専攻の教育課程【体系図】 

 

 

 

教育学・保育学分野 

修 士 論 文 の 作 成  

児 童 教 育 学 特 別 研 究 Ⅰ  

児 童 教 育 学 特 別 研 究 Ⅱ  

教育実践学分野 心理学分野 

教育・保育社会史研究 

多文化保育研究 

児童家庭福祉調査研究 

心理学研究 

心理学フィールド研究 

教育実践研究 

学習材開発研究 

初等教育の理論と応用 

特別支援教育学フィールド研究 

 

 

教育学特講Ⅰ 

教育学特講Ⅱ 

保育学特講Ⅰ 

保育学特講Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

教育実践学特講Ⅰ 

教育実践学特講Ⅱ 

教育実践学特講Ⅲ 

教育実践学特講Ⅳ 

 

発達科学特講Ⅰ 

発達科学特講Ⅱ 

発達科学特講Ⅲ 

発達科学特講Ⅳ 

 

 

 

 

基 
 

幹 
 

科 
 

目 

応 
 

用 
 

科 
 

目 

特 

別 

研 

究 
特別支援教育学特講Ⅰ 

特別支援教育学特講Ⅱ 

特別支援教育学特講Ⅲ 

特別支援教育学特講Ⅳ 

特別支援教育学分野 

 

 

 

 

基 

礎 
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目 

児童教育学研究の基礎ⅠＡ 

 

 

 

 

 

 

 

児童教育学研究の基礎ⅠＢ 

 

 

 

 

 

 

 

児童教育学研究の基礎Ⅳ 

 

 

 

 

 

 

 

児童教育学研究の基礎Ⅲ 

 

 

 

 

 

 

 

児童教育学研究の基礎Ⅱ 
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福山市立大学教員定年規程 
 

平成２３年４月１日 
福山市立大学規程第２８号 

（趣旨） 
第１条 この規程は、教育公務員特例法（昭和２４年法律第１号）第８条第１項の規定に

基づき、福山市立大学の教授、准教授、講師及び助教（以下「教員」という。）の定年等

に関し必要な事項を定めるものとする。 
 
（定年） 
第２条 教員の定年は、満６５歳とする。ただし、市長が特別の事情があると認めるとき

は、この限りでない。 
 
（定年による退職） 
第３条 教員は、定年に達したときは、定年に達した日以後における最初の３月３１日に

退職する。 
 
（改正） 
第４条 この規程の改正は、評議会において出席の評議員の３分の２以上の同意を必要と

する。 
 
附 則 

 この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 
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福山市立大学教員定年規程の特例に関する規程 
 

平成２３年４月１日 
福山市立大学規程第２９号 

（趣旨） 
第１条 この規程は、福山市立大学教員定年規程（平成２３年福山市立大学規程第２８  

号）第２条ただし書の規定に基づき、教員の定年の特例について必要な事項を定めるも

のとする。 
 
（定年の特例） 
第２条 福山市立大学教員定年規程第２条の規定にかかわらず教員の定年は、次の各号に

定める年齢を限度として定年延長することができる。 
（1）本学の教育研究の推進と管理運営の強化の観点から、特に必要があると市長が認める 

とき  満６８歳 
（2）福山市立大学の設置に伴い、その認可等に際し教員審査の対象となる教員を新規採用 

する場合で、平成２３年４月１日におけるその者の年齢が満６８歳以上のとき又は同日

から起算して４年以内に満６８歳に達するとき  学年進行完成年度の末日における

その者の年齢 
２ 前２号に該当する者であって、かつ、大学院設置構想のため特に必要があると市長が

認める者は、更に２年まで定年を延長することができる。 
 
（補則） 
第３条 この規程の実施について必要な事項は、別に定める。 

 
附 則 

この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 
 



採用・昇格計画 年齢 職位 教員の年齢構成

1 教　授 心理 田丸 Ｍ＊ 教　授

2 教　授 教育・保育 森川 Ｍ＊ 51〜55 教　授 52～56 53～57 54～58 55～59

3 教　授 特別支援 中村 Ｄ 36〜40 准教授 37〜41 38〜42 39〜43 34〜44

4 教　授 教育実践 田渕 Ｍ 36〜40 准教授 37〜42 38〜43 39〜44 34〜45

5 教　授 教育・保育 八重樫 Ｄ 51〜55 教　授 52～56 53～57 54～58 55～59

6 教　授 教育・保育 高月 Ｂ 41〜45 准教授 42〜46 43〜47 44〜48 45〜49

7 教　授 心理 廣重 Ｄ 36〜40 准教授 37〜42 38〜43 39〜44 34〜45

8 教　授 特別支援 高橋 Ｍ 教　授

9 教　授 教育実践 正保 Ｄ 教　授

10 教　授 教育実践 斎木 Ｄ 教　授

11 准教授 教育実践 平松 Ｂ 教　授

12 准教授 教育・保育 劉 Ｍ＊ 教　授

13 准教授 教育実践 大庭 Ｍ＊ 教　授

14 准教授 教育・保育 吉長 Ｍ＊ 教　授

15 准教授 特別支援 伊澤 Ｄ 准教授

16 准教授 特別支援 今中 Ｍ＊ 准教授

17 准教授 教育実践 森 Ｄ 准教授

18 准教授 心理 高澤 Ｍ＊ 准教授

19 准教授 心理 井上 Ｄ 准教授

20 講　師 教育・保育 小野 Ｍ＊ 講　師

年齢（61～65）
　教授　２人

　准教授　０人

年齢（56～60）
　教授　２人

　准教授　０人

年齢（51～55）
　教授　６人

　准教授　０人

年齢（46～50）
　教授　０人

　准教授　２人

年齢（41～45）
　教授　０人

　准教授　３人
　講師　１人

年齢（36～40）
　教授　０人

　准教授　４人

　 教　授  ２人採用

　 准教授  ４人採用

開設5年目
(Ｈ31.4)

年齢

開設6年目
(Ｈ32.4)

年齢

開設7年目
(Ｈ33.4)

年齢
備考

開設3年目（H29.4） 開設4年目
(Ｈ30.4)

年齢

教育学研究科の高年齢教員退職後の教員補充計画

調書
番号

職位
研究
領域

教員名 学位
開設時
(H27.4)
年齢
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高年齢教員が担当する 

基礎科目「児童教育学研究の基礎Ⅰ～Ⅳ」の授業を補助する若手教員 
 

 

授業科目名 担当教員(開設時年齢) 補助する教員(開設時年齢) 

児童教育学研究の基礎ⅠＡ 森  川  輝  紀 ( ) 吉  長  真  子 ( ) 

児童教育学研究の基礎ⅠＢ 髙  月  教  惠 ( ) 劉      郷  英 ( ) 

児童教育学研究の基礎Ⅱ 廣  重  佳  治 ( ) 
高  澤  健  司 ( ) 

井  上  洋  平 ( ) 

児童教育学研究の基礎Ⅲ 田  渕  五十生 ( ) 
正 保 正 惠 ( ) 

森   美智代 ( ) 

児童教育学研究の基礎Ⅳ 中  村  満紀男 ( ) 
伊 澤 幸 洋 ( ) 

今 中 博 章 ( ) 
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